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 連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
 先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 

 名立区東蒲生田の地滑り現場（上）、大島区菖蒲東（下） 

   道路が冠水し、交通止めになった東中島、 

    上千原、五貫野地域 

 12日に災害救助法が適用されました。上越

市以外でも妙高市、糸魚川市などに適用され

ましたが、適用範囲は、「避難所開設に伴う

設置などの費用」に限られます。今後、後片

付けなどに対するきめ細かな対応も求められ

ます。 

矢代川の右岸堤防決壊 

 日本列島に大きな爪痕を残

した台風19号。隣県長野県を

はじめとして、各地で大規模

な河川の氾濫や地滑り被害を

もたらしました。 

 上越市でも、12日から13日

にかけて「警戒レベル５」と

いう命に関わる規模の激しい

強風と大雨になり、大きな被

害をもたらしました。 

 矢代川は上越市西田中と妙

高市岡崎新田の境界付近で

200メートルにわたって堤防

が決壊し、田畑などに大きな

被害が発生、また、名立区や

大島区をはじめ市内各地で地

滑りや小河川からの溢水、内

水氾濫による道路や農地の冠

水被害がいたる所で起こりま

した。  

 日本共産党議員団は、12日

夕方から13日朝方にかけてそ

れぞれの地域で、災害対応を

行いました。 

 このうち上野議員は、夜中

から朝方にかけて総合事務所

職員とともに状況把握と情報

共有に努めながら、主に頸城

区全域や避難勧告、指示が発

せられた保倉川沿いの地域を

精力的に回りました。また避

難所では、対応にあたってい

る職員とともに、シートを敷

いたり毛布を配るなどの手伝

いをしながら、避難者を励ま

しました。 

 橋爪・橋本両議員は、13日

の名立区に続いて14日も午後

から夕方まで板倉区や大島区

などで発生した地滑り現場な

どを視察し、関係住民の声を

聴き、行政につなぎました。 
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